
データで読み解く訪日ムスリム客の動向
　第 27 回

　今年もＧＭＴＩ（グローバル・ムスリムトラベル・
インデックス※１）が発表されました。ムスリムフレ
ンドリーな旅行先をランキングするこのリポートは、
世界 130 の国と地域を対象にしています。今年の発表
会は昨年と同じくインドネシアのジャカルタで開催さ
れ、ランキング発表直後から各国報道機関が記事を配
信しました。今月はこのランキングにおける日本の評
価について考察します。
　

２ランクアップ、日本の躍進続く
　
　　

　このチャートはイスラム協力機構（ＯＩＣ）非加盟
国におけるＧＭＴＩのランキングの推移です。成長著
しい日本は今年もランクを２つ上げ、４位に躍進しま
した。2013 年に 23 位だったことを考えると隔世の感
がありますが、日本がムスリム（イスラム教徒）旅行
者に対する環境整備を着実に進めてきた結果です。中
でも 13 年以来の東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）各
国に対するビザ（査証）取得要件の緩和が大きな契機
になったのは間違いありません。今では訪日ムスリム
旅行者の２人に１人が利用しているハラールメディア
ジャパンの開設は 14 年で、これも環境整備に少しばか
り貢献したかもしれません。
　日本には昨年、今年のランクアップに影響したと考
えられる出来事がありました。ＭＭＴＲ（ムスリムミ
レニアルトラベルレポート※２）とＪＭＴＩ（ジャパ
ンムスリムトラベルインデックス※３）の発表です。
前者はムスリムの若者に人気の旅行先ランキングで、

日本は世界３位となりました。一方、後者はＧＭＴＩ
の日本版で、全国 47 都道府県を順位付けしたもので
す。いずれもＧＭＴＩを発表するクレセントレーティ
ング社（シンガポール）がまとめたものですが、それ
ぞれランキング算出の根拠となるデータは異なってい
ます。つまり、日本の躍進はあらゆるデータを分析し
た客観的な結果であるといえるのです。
　

コミュニケーション力不足が課題
　
　ＧＭＴＩは４つのセグメント（環境、サービス、コ
ミュニケーション、アクセス）に関する 14 項目の評価
を数値化した上で算出されています。昨年は 11 項目だ
ったのが、今年は新たに３項目（ユニークな体験、デ
ジタル対応、交通インフラ）が追加されました。いず
れも世界の観光市場において、国を問わずに重要視さ
れているものです。
　　

　このチャートは日本に対する評価の推移を示してい
ます。安全性は４年連続で満点の 100 点。宿泊施設、
ビザ、基礎インフラに対する評価が向上しています。
レストランとプレイヤー（礼拝）スペースへの評価が
横ばいであるのに対し、ホスピタリティー（おもてな
し）とコミュニケーション力についての評価は下がっ
ています。基礎インフラが向上している一方でホスピ
タリティーが低下しているとの評価は、察するに他国
との印象の差ではないでしょうか。ムスリム旅行者を
もてなす施設は増えたものの、ホスピタリティーの面
で他国よりも劣っていると評価されたのかもしれませ
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ん。
　

ミレニアル世代の評価が重要
　
　　

　最後にＯＩＣ非加盟国トップ５カ国を比較してみま
しょう。日本は安全性がシンガポールと並んで首位で、
デジタル対応では単独トップですが、ハラールレスト
ラン、プレイヤースペース、コミュニケーション力に
ついては最下位でした。コミュニケーション力の強化
には外国人人材やテクノロジーの投入といった対策も
取れますが、高評価を得るまでには相当時間を要しそ
うです。
　ただミレニアル世代（1980～2000 年前後生まれ）の
旅行者は「Accessible：デジタル対応（日本は首位）」
や「Authentic：ユニークな体験（日本は２位）」を重
視しているので、日本が総合４位に躍進したのはこの
世代の評価が影響した可能性があります。また、この
世代は Affordable（値頃感）も重視するので、日本が
交通インフラで３位と意外に評価されていないのは、
料金の高さゆえであると推測されます。
　総合評価で６年連続トップに立ったのはシンガポー
ルで、同じムスリムマイノリティー国である日本にと
って、お手本となる存在であり続けています。全 14 項
目中６項目で評価が最高ですが、実は課題もあります。

今年追加された「ユニークな体験」では、台湾と並ん
で最下位なのです。現にミレニアル世代に人気の旅行
先ランキングでは、マレーシア、インドネシア、日本、
タイ、オーストラリアに次ぐ６位に甘んじています（※
２）。観光資源を新たに開発する必要がある同国が、こ
の点をどう克服していくかにも注目したいところで
す。
　今回はＯＩＣ非加盟国のランキングを中心に、日本
に対する評価を考察しました。次回は加盟国も含めた
グローバルランキングから、日本がさらに上位を狙う
には何が必要なのかを深掘りします。

　※１  Master Card CreascentRating, Global
Muslim Travel Index 2018
　※２ Master Card Halal Trip, Muslim Millennial
Travel Report 2017
　※３ Master Card CreascentRating, Japan Muslim
Travel Index 2017
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